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図 1 トレーディング商品の例（缶バッジ）※ 2019年 9月5日 筆者購入・撮影
購入時 購入後（開封）
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年齢 職業 Twitter取引歴 取引頻度
A 50代 派遣社員 5年くらい 多いときは月に 5～10回、少ないときは 0回
B 30代 会社員 5年 月に 1～5回（イベントがあると多い）
C 30代 派遣社員 2年 月 1、2回程度
D 20代 会社員 6年 数ヶ月に 1回、全盛期は週 1回程度
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図 2 C の募集ツイート 図 3 B の募集ツイート
図 4 A の募集ツイート 図 5 D の募集ツイート
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図 6 D のお声かけツイート（リプライ）
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換行為をしなければならないことへの精神的疲弊もある。このような「疲れ」は、作品や
キャラクターを推すことを「降りる」「卒業する」理由としても、しばしば挙げられる。ト
レーディング商品の販売が続くことが、その作品にとって果たして良いものとなるのか。ひ
いては、オタク文化を維持していく中で有効なものであるのか。「推し」てくれる人が少な
いキャラクターのグッズは、市場に多く余ってしまうことになる。それらは中古ショップで
安値で買い取られ、安値で売られている。買い手がなくショップが在庫を抱えている様は、
端から見ていても虚しさを感じる。大量消費社会にあって、今一度こうした点も再考する時
期にきているのではないだろうか。
情報社会という点においては、SNS利用におけるリスクが懸念されるだろう。対面での
待ち合わせでも自分自身という個人情報を晒すことになるし、郵送交換の場合は住所を交換
するというリスクがある。こうしたやりとりについて、オタク女子の中に危機感が全くない
というわけではない。しかし、インタビューでは「あきらめている」「信じるしかない」と
語られ、個人情報のやりとりというリスクを冒しても行わざるを得ない現状も垣間見える。
昨今では、「お取り引き」が上手くいかなかったことの拗れから、個人情報がネット上に晒
されてしまうケースも少なくない。こうしたリスクを回避しながら、欲しいものを手に入れ
ていく手段について、オタク女子が独自に形成する文化以外に、外部的な手段の提供を考え
ていく段階にきているものと考えられる。
そうでなくとも、見知らぬ他者とのやりとりは、少なからず精神的ストレスがつきまと
う。思うように連絡がとれなかったり、相手との意思疎通が上手くいかなかったりすること
から、イラだちや不安を感じることもある。現在の、オタク女子の自主性に任せた方法が、
ノーリスクでノーストレスな方法とは決して言えないだろう。今後は Twitterの利用以上に
便利かつ、ユーザー数の多い何らかの安全なツールの確立が必要ではないかと考えられる。
オタ活がツマラナイ日常生活に「生きる希望」をもたらしていることは否定できない。一
方で、その趣味のオタク活動においてもまた、購買それ自体や、人とのやりとりによる疲
弊、悩みが発生し、結局のところ「リアルな世界」となんら変わらない。Twitterは子育て
主婦にとって「サード・プレイス」となっている可能性はあるが（高谷 2019前掲書）、オ
タク女子にとってはどうだろうか。むしろ、日常の延長線上にあるのではないか。なぜな
ら、「お取り引き」をしなければならない限り、こうした悩みや疲れからは逃れられないか
らである。
今後は、オタク女子の間にある「共通した形式」について明らかにするべく、引き続き同
様の調査が必要であろう。また、このような「お取り引き」はオタク女子に多いと言われて
いるが、中には男性の姿も見られるようになってきた。男性がファンの多くを占める作品に
おいてもこうしたやりとりが存在するのか、明らかにする必要があると考えられる。
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註
1） 他の用事でその場にきていた Aも同席していたが、インタビューには参加していない。途中で
少し Aも含めた会話となったところもあったが、分析範囲にはない。
2） この質問の際には、Bが「よくよく考えたことのないところ。自然の流れ的に」と発言するなど、
改めて募集ツイートを出す作業をごく自然とやっていることを自覚する様子が見られた。彼女た
ちにとって Twitterでの「お取り引き」が、当たり前に行われていることを示していると思われる。
3） Dは、「入れなくても見りゃ分かるでしょ」ということと、「交換の単語で検索したとしても、
内容に交換どうたらとか書いてるから入るだろうなって思ってるのと」と話す。ツイートの中の
どこかに「交換」というワードが出てきていれば、冒頭にはなくとも検索に引っかかることは可
能である。また、【 】（隅付き括弧）の使用も彼女だけは異なるが、これも彼女自身が 6年ほど
試行錯誤した結果だと述べている。
4）「ツイプロ」とは、「ツイプロフィール」の略であるが、現在は「ツイフィール」と名称を変え
ている。「Twitterアカウントでプロフィールを作成できるサービス」（https://twpf.jpより。
2019年 9月 23日参照）のことで、Twitterのプロフィール欄だけでは足りない際に作成し、
URLを貼り付けることで他のユーザーへの公開が可能である。自己紹介だけでなく、Twitterの「お
取り引き」における注意事項を記載する際に利用されている。
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